






目的

　多発性筋炎および皮膚筋炎の病像は多彩であり,非定型例も存在することな

どのため,診断や病型の分類上問題点も多い.特に慢性進行性多発性筋炎と筋ジ

ストロフィー症(Limbgirdle 型)とは臨床,あるいは筋組織学的にも鑑別診断が

極めて困難である.本研究は筋炎患者の筋および毛細血管の超微形態の変化と

病型との間における特異性を明らかにし,鑑別診断に役立てることを目的とし

た.特に皮膚筋炎の筋肉内の毛細血管の内皮細胞にしばしば認められる細管集

合構造(microtubular structure)の有無を鑑別診断の指標のひとつとして詳細

に検索した.さらに筋線維,神経・筋接合部や筋紡錘の変化も観察したのであわ

せて報告する．


